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第１回「空き家を放置するとどうなるのか？」
日高市空家等対策協議会委員

弁護士　下村将之

　適切な管理が行われていない空き家等（敷地を含
む）を放置した場合、所有者等のリスクをお伝えし
ます。
賠償責任
　空き家等の一部が倒壊したり、風で吹き飛ぶなど
して、第三者に損害を与えた場合、一切の賠償責任
を負います。
　また、第三者が怪我を負い、通院を余儀なくされ
た場合、治療費、通院慰謝料、休業損害、通院のた
めの交通費等の損害を賠償する責任を負います。
例�：約５か月の通院を要する場合…通院慰謝料だけ
でも100万円程度かかります。

隣地との関係
　空き家の庭に生えている樹木が敷地の境界を越え
てしまうこともあります。
例�：枝が道路にはみ出て信号機が見えにくい、枝が
隣地の境界を越えて伸びているなど。

　樹木の所有者等が自主的に切らず、隣地の境界線
を越えた枝は、隣地の所有者等が、樹木の所有者等
に切るよう催促すれば、切ることができる民法の改
正があり、今後施行される予定です。
　現行法の下では、樹木の所有者等を被告とする訴
訟を起こす必要があり、お互いに多大な負担を強い
られます。
行政との関係
　保安上、衛生上、景観上その他周辺の生活環境の
保全を図るために放置することが不適切である状態
にあると認められる「特定空家等」へは、市長が段
階的に、所有者等に対し、建築物の除却を含む生活
環境保全のための措置をとるよう助言・指導・勧告・
命令を行うことができ、命令に違反すると50万円
以下の過料を支払わなければなりません。最終的に
市長は空き家等に対して、除去等の代執行を行うこ
とができます。
問い合わせ　
　都市計画課計画推進・企業誘致・住宅政策担当

　全国的に深刻な問題となっている「空き家」は、適正な管理を怠ると建
物の老朽化による倒壊や火災を誘発したり、ごみの不法投棄や雑草等で近
隣へ迷惑をかけてしまいます。
　そこで、空き家問題に関心を持ってもらうため、全10回にわたり、日
高市空家等対策協議会の委員それぞれの専門的な観点から空き家問題をテ
ーマにした連載を開始します。

「シリーズ“どうする？「空き家」”」
～我が家を困った空き家にしないために～
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保険年金課
国民年金・医療費担当

ね・ん・き・ん
ミ ニ 知 識

国民年金保険料は前納制度の利用がお得
　国民年金保険料の前納制度とは一定期間の保険料をまとめ
て納めることで、保険料の割引が受けられる制度です。前納
制度を利用する場合の納付方法は、口座振替・納付書（現金）・
クレジットカードの３種類があり、口座振替による前納が最

も割引額が多く、お得です。ただし、前納制度の利用を希望する場合は事前に
申請が必要ですのでご注意ください。
口座振替による前納の申込期限
　２年前納（令和４年４月分～６年３月分）　　→令和４年２月末日
　１年前納（令和４年４月分～５年３月分）　　→令和４年２月末日
　６か月前納（令和４年４月分～４年９月分）　→令和４年２月末日
　６か月前納（令和４年10月分～５年３月分）��→令和４年８月末日
納付書（現金）による前納の申込期限
　２年前納（令和４年４月分～６年３月分）　　→令和４年３月末日
クレジットカードによる前納の申込期限
　２年前納（令和４年４月分～６年３月分）　　→令和４年２月末日
※１年前納、６か月前納の納付書は４月上旬に日本年金機構より発送されるた
め、事前の申し込みは不要です。
※割引額等の詳細は下記へお問い合わせください。
問い合わせ　所沢年金事務所☎04－2998－0170

納期限経過後
１か月以内

納期限経過後
１か月経過後

変更後
2.４％
延滞金特例基準割合
（1.４％）＋１％

8.７％
延滞金特例基準割合
（1.４％）＋7.3％

変更前
2.5％
延滞金特例基準割合
（1.5％）＋１％

8.8％
延滞金特例基準割合
（1.5％）＋7.3％
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在
住
で
日
高
市
に
住
民
登
録

の
あ
る
人

②�

①
の
住
民
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人

で
、
修
学
の
た
め
市
外
に
転
出
し

て
い
る
人

費
用
　
１
人
５
０
０
円

申 

し
込
み
　
２
月
中
に
各
区
長
を
通

じ
て
令
和
４
年
度
の
申
込
書
を
配

布
し
、
取
り
ま
と
め
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
個
人
加
入
を
希
望
す

る
人
は
、
左
記
ま
た
は
出
張
所
、

市
内
最
寄
り
の
郵
便
局
で
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
中
途
加
入
の
場
合
、
申
し
込
み
を

し
た
日
の
翌
日
か
ら
令
和
５
年
３
月

31
日
㈮
ま
で
と
な
り
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
課
交
通
安

全
・
防
犯
担
当

特
定
健
診
受
診
券
の

有
効
期
限
は
３
月
31
日
㈭
ま
で

　
特
定
健
康
診
査
は
、
毎
年
受
診
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
体
の
変

化
を
経
年
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
大

切
な
健
診
で
す
。
す
で
に
ご
案
内
と

受
診
券
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
が
、

受
診
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　
年
度
末
に
な
る
と
医
療
機
関
も
混

み
あ
い
ま
す
。
余
裕
を
も
っ
て
受
診

を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ
　
保
険
年
金
課
国
民
健

康
保
険
担
当（
１
階
③
番
窓
口
）

お
知
ら
せ

住
民
票
の
写
し
等
の

「
本
人
通
知
制
度
」

事
前
登
録
受
け
付
け
中

　
住
民
票
の
写
し
等
の
不
正
請
求
や

不
正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権
利
侵
害

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
住
民

票
の
写
し
、
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
を
本

人
の
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た

と
き
に
、
事
前
登
録
し
た
人
に
交
付

し
た
こ
と
を
通
知
す
る
「
本
人
通
知

制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

通 

知
す
る
内
容
　
交
付
年
月
日
、
交

付
し
た
証
明
書
の
種
別
、
通
数
、

交
付
請
求
者
の
種
別（
代
理
人
・

第
三
者
）

登 

録
手
続
き
　
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の（
運
転
免
許
証
等
）を
お
持
ち

に
な
り
、
直
接
各
出
張
所
ま
た
は

左
記
へ

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
市
民
担
当

　（
１
階
②
番
窓
口
）

延
滞
金
の
割
合
が

変
わ
り
ま
し
た

　
延
滞
金
特
例
基
準
割
合
の
変
更
に

よ
り
、
令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
、

市
税
の
延
滞
金
の
割
合
が
変
わ
り
ま

し
た
。

問 

い
合
わ
せ
　
収
税
課
収
税
担
当

　（
１
階
⑪
番
窓
口
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
情
報

伝
達
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す

　
地
震
や
武
力
攻
撃
等
の
発
生
に
備

え
、
国
に
よ
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
活
用
し
た
全

国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、
地
震
・
武

力
攻
撃
等
の
緊
急
情
報
を
、
国
か
ら

人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時
に
伝

え
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
訓
練
当
日
は
、
市
内
65
か
所
に
設

置
し
て
あ
る
防
災
行
政
無
線（
広
報

塔
）か
ら
訓
練
放
送
が
流
れ
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に「
緊
急
放
送
」

と
し
て
通
知
が
出
ま
す
。

　
実
際
の
災
害
と
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
災
害
の
発
生
や
気
象
状
況
な
ど
に

よ
り
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
時
　
２
月
16
日
㈬
　
午
前
11
時

通 

知
先
　
防
災
行
政
無
線（
広
報
塔
）、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
）、
ひ
だ
か
知
っ
得
情
報
ア
プ

リ
、
市
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
ひ
だ

か
防
災
メ
ー
ル

放 

送
・
通
知
内
容

　（
チ
ャ
イ
ム
）

　�「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
」（
３
回
繰
り
返
し
）

　�「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
ひ
だ
か

で
す
」

　（
チ
ャ
イ
ム
）

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
課
防
災
・

消
防
担
当

駐
車
監
視
員
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
一
部
変
更

　
３
月
１
日
㈫
か
ら
、
駐
車
監
視
員

が
巡
回
す
る
活
動
路
線
の
う
ち
、
県

道
笠
幡
狭
山
線（
下
大
谷
沢
交
差
点

付
近
か
ら
川
越
市
塚
下
橋
交
差
点
周

辺
）が
削
除
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
飯
能
警
察
署
交
通
課

　
☎
９
７
２－
０
１
１
０

保険年金課
国民年金・医療費担当

ね・ん・き・ん
ミ ニ 知 識

国民年金保険料は前納制度の利用がお得
　国民年金保険料の前納制度とは一定期間の保険料をまとめ
て納めることで、保険料の割引が受けられる制度です。前納
制度を利用する場合の納付方法は、口座振替・納付書（現金）・
クレジットカードの３種類があり、口座振替による前納が最

も割引額が多く、お得です。ただし、前納制度の利用を希望する場合は事前に
申請が必要ですのでご注意ください。
口座振替による前納の申込期限
　２年前納（令和４年４月分～６年３月分）　　→令和４年２月末日
　１年前納（令和４年４月分～５年３月分）　　→令和４年２月末日
　６か月前納（令和４年４月分～４年９月分）　→令和４年２月末日
　６か月前納（令和４年10月分～５年３月分）��→令和４年８月末日
納付書（現金）による前納の申込期限
　２年前納（令和４年４月分～６年３月分）　　→令和４年３月末日
クレジットカードによる前納の申込期限
　２年前納（令和４年４月分～６年３月分）　　→令和４年２月末日
※１年前納、６か月前納の納付書は４月上旬に日本年金機構より発送されるた
め、事前の申し込みは不要です。
※割引額等の詳細は下記へお問い合わせください。
問い合わせ　所沢年金事務所☎04－2998－0170

納期限経過後
１か月以内

納期限経過後
１か月経過後

変更後
2.４％
延滞金特例基準割合
（1.４％）＋１％

8.７％
延滞金特例基準割合
（1.４％）＋7.3％

変更前
2.5％
延滞金特例基準割合
（1.5％）＋１％

8.8％
延滞金特例基準割合
（1.5％）＋7.3％
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